
会 議 録（概要） 

 

会議の名称 平成 29 年度南佐渡クリーンセンター公害防止協議会 

開催日時 
平成 30 年２月 22 日（木） 

午後３時開会  午後４時閉会 

場所 南佐渡クリーンセンター ３階 研修室 

議題 

（１）座長の選出について 

（２）平成 28 年度ごみの搬入状況及び平成 29 年度水質検査結果 

について 

（３）平成 30 年度以降の運営方針について 

（４）その他 

会議の公開・非公開 

（非公開とした場

合は、その理由） 

公開 

出席者 

参加者 

 施設周辺に居住する市民、有識者 ６名 

事務局 

 小木行政サービスセンター  センター長 高津一史 

 環境対策課         課長補佐  伊藤完一 

 環境対策課施設管理係    係長    谷地喜文 

 南佐渡一般廃棄物最終処分場 技能士   森山 悟     

会議資料 別紙のとおり 

傍聴人の数 ０人 

備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



会議の概要（発言の要旨） 

発言者 議題・発言・結果等 

伊藤課長補佐 

 

 

伊藤課長補佐 

 

 

 

 

森山技能士 

 

 

 

 

座長 

 

 

森山技能士 

 

 

 

 

 

 

参加者 

 

伊藤課長補佐 

 

 

座長 

 

 

 

森山技能士 

 

 

座長 

開会のあいさつ 

 

（１）座長の選出について 

・参加者の互選により座長を選出する。 

 

（２）平成 28 年度ごみの搬入状況及び平成 29 年度水質検査結果に

ついて 

ア 平成 28 年度ごみ搬入実績について 

・ごみ搬入実績について、会議資料の２ページにより説明する。 

・南佐渡クリーンセンター管内では、不燃ごみ及び粗大ごみの増加

が見られ、空家の整理や家の片付けが増えたことによる影響が考

えられる。また、佐渡市全体としては、全項目において減少して

おり、人口減の影響が考えられる。 

・質疑応答無しのため、市の報告は了承されたものとする。 

 

イ 平成 28年度南佐渡一般廃棄物最終処分場の埋立実績について 

・南佐渡一般廃棄物最終処分場の埋立実績について、会議資料の３

ページにより説明する。 

・真野クリーンパークの搬入量は、ここ数年 600～700 ㎥であり、平

成 29 年度末をもって埋立完了となり、この搬入量が来年度から南

佐渡一般廃棄物最終処分場へ搬入される。 

・南佐渡一般廃棄物最終処分場は、最近は大きな災害等も無く、こ

こ数年は 500 ㎥前後の搬入となっている。 

・真野クリーンパークの搬入物を受け入れると、南佐渡一般廃棄物

最終処分場は何年位まで埋立可能か。 

・平成 40～45 年頃まで埋立可能と考えている。大規模な住宅火災や

風浪災害等の災害ごみを想定すると平成 40 年、通常の搬入だと平

成 45 年までは埋立可能と考えている。 

・以上で市の報告は了承されたものとする。 

 

ウ 平成 29 年度南佐渡一般廃棄物最終処分場の水質検査結果に

ついて 

・放流水及び地下水の水質検査結果について、会議資料の４～５ペ

ージにより説明する。 

・放流水及び地下水の水質検査結果は、全て基準値以内であった。 

・質疑応答無しのため、市の報告は了承されたものとする。 

 

エ 平成 29 年度南佐渡一般廃棄物最終処分場の放射性物質濃度

等の測定結果について 



森山技能士 

 

 

 

 

 

 

座長 

 

 

森山技能士 

 

 

 

 

 

座長 

 

 

伊藤課長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者 

伊藤課長補佐 

 

 

座長 

 

 

伊藤課長補佐 

 

 

座長 

 

・放流水の放射性物質濃度及び敷地境界の空間放射線量率の測定結

果について、会議資料の６ページにより説明する。 

・東日本大震災による津波等の影響により、福島原子力発電所で事

故が発生したため、平成 24 年度から放射性物質濃度等の測定を実

施している。 

・測定開始後、放流水の放射性物質濃度は検出されていない。また、

空間放射線量率も通常の測定値の範囲内である。 

・質疑応答無しのため、市の報告は了承されたものとする。 

 

オ 平成 29 年度南佐渡一般廃棄物最終処分場の修繕について 

・南佐渡一般廃棄物最終処分場の修繕について、会議資料の７ペー

ジにより説明する。 

・平成８年の供用開始から 20 年を経過し、経年劣化により老朽化が

進んだ活性炭吸着塔を更新した。 

・原水調整槽及び№１流量調整槽における水槽内コンクリート躯体

の腐食箇所の補修及び水槽内の配管類の交換を行った。 

・質疑応答無しのため、市の報告は了承されたものとする。 

 

（３）平成 30 年度以降の運営方針について 

・昨年度も説明を行い協議会の了承を得ているが、平成 29 年度で真

野クリーンパークが埋立完了となり、平成 30 年度からは南佐渡一

般廃棄物最終処分場へ真野に搬入していた埋立物が搬入されるの

で、ご理解とご協力をお願いしたい。 

・最終処分場北側法面のモルタル吹付箇所にクラックが発生してい

る。平成 27 年度に調査を依頼され、平成 28～29 年度にかけて調

査を行い、平成 30 年度当初予算に法面補修の予算要求を行った

が、佐渡市も財政が厳しく認められなかった。来年度以降も予算

要求はしていくので、ご理解をお願いしたい。 

・クラックが入っているという事は危険ではないのか。 

・調査の結果、一部空洞化になっているため補修が必要と言われた

が、モルタル吹付も二重であり、すぐに崩壊する恐れはないと思

うが早目の補修と言われているので、今後も予算要求していく。 

・以上で市の運営方針は了承されたものとする。 

 

（４）その他 

・一部委員の方から交代をしたいと申し出があったので、その地区

で代わっていただける方がいたら、事務局へ連絡をお願いしたい。 

 

閉会のあいさつ 

 

 


